
 

 

第 24 回 島根神経外科さんべセミナーご案内（Web 開催） 

 
謹啓 先生方におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて、この度下記要領にて第 24 回島根神経外科さんべセミナーを開催致します。 

御多忙の事とは存じますが、ご視聴賜ります様お願い申し上げます。 

                                     謹白 

 

 

記 
 

 

 

日 時：2021 年 11 月 6 日（土）10：00 ～ 12:35 
 

配 信 :Zoom を用いた Web 配信 （事前登録制 裏面参照） 
 

 
 

 

 ―  ご  案  内  ― 
 
 

 

※ 本研究会は、一般社団法人日本脳神経外科学会の生涯教育研修会として認定を受けており、｢生涯教育ク

レジット３点｣ が付与されます。 

 

※ 本セミナーの特別講演は、日本専門医機構認定の脳神経外科診療領域講習の１単位に認定されています。

講演の開始から終了までのご視聴が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

共 催  島根神経外科さんべセミナー    

第一三共株式会社 

 

 

 

 



 

 

一般演題 （10：00～10：45）  

              座長 島根大学医学部 脳神経外科学講座  

                             教授 秋山 恭彦 先生 

 

                           （各演題 10 分発表、5 分討論） 

 

 

 

 
1)「安全性と審美性を両立した開閉頭術の工夫」 

島根大学医学部 脳神経外科 

〇柴田洋平 吉金努、古田幸也、山﨑智博、山本和博、内村昌裕、藤原勇太、中川史生、 

神原瑞樹、永井秀政、林健太郎、秋山恭彦 

 

 

 

 

 
2) 「M1-2 閉塞への血栓回収療法：閉塞した M2 と開通している M2 の見分け方に関する検討」 

  松江市立病院 脳神経外科 

  ○萩原伸哉、瀧川晴夫、阿武雄一 

 

 

 

 

 

3)「脳腫瘍に対して Occipital Transtentorial Approach で摘出した自験例の検討」 

  島根県立中央病院 脳神経外科 

  〇松田真伍、井川房夫、日髙敏和、大園伊織、奥真一朗 

 

 

 

 

 

 

 

― 休憩  (10：45～10：55)  ― 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

特別講演①（10：55～11：35） 

            座長   島根大学医学部 脳神経外科学講座 

                              教授 秋山 恭彦 先生  

 
 

  「脳梗塞におけるエドキサバンについて」  
 

                               松江市立病院 脳神経外科 

                                    瀧川 晴夫 先生 
 

 

 

 

 

 

特別講演② （11：35～12：35） 

                     座長  松江市立病院 脳神経外科 

                                  瀧川 晴夫 先生 

 
 
 

「脳血管内治療時代の脳動脈瘤開頭手術」 
 

     

  旭川赤十字病院 脳神経外科 副院長 

    瀧澤 克己 先生 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 



＊本 Webセミナーは事前登録制 

となっております 
 

 

 

 
★WEB 参加登録方法  

ご登録用 URL をお送りしますので、下記の二次元コードか

らお申込みをお願い致します。 

 
※個人情報は URL送信のみに使用し 、他の目的には一切使用致しません 。 

 

              
 

※二次元コード対応が不可の場合、下記宛先または第一三共担当者までご連

絡をお願いします。 

 
メール本文にご施設名・ご職種・ご芳名・脳神経外科学会会員番号・

専門医番号の記載をお願いします 

 

担当者：第一三共株式会社 若色宏悦 

wakairo.hiroyoshi.fy@daiichisankyo.co.jp  

 

申し込み期限 11 月 5 日（金）  
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